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４Hクラブは20～30代の若手農業者で組織され、身近な課題の解決方法やより

良い技術を検討するためのプロジェクト活動を中心に仲間づくり等を目的に活

動を行っています。坂東地域管内には5つの４Hクラブがあります(右表)。詳しくは

普及センターまでお問い合わせください。

坂東市
坂東市岩井４Hクラブ

坂東市猿島４Hクラブ

境町 さかい４Hクラブ

古河市
あぐり一揆

いばら４Hクラブ

入りませんか！

1月15日、坂東市立岩井図書館にて、坂東地域4Hクラブ連

絡会議及び坂東普及センターの共催で、「令和元年度坂東地

域4Hクラブ活動発表会」を開催しました。5つの4Hクラブで

活動しているクラブ員の他、関係機関等65名が参加しました。

発表会では各4Hクラブの代表者が農業経営の改善や、地域

農業の発展などの課題解決に向けた活動発表を行い、農業三

士から助言を受けました。

継ぐ側は農業で食べていく『覚悟』が必要であることが分かった」、「事業計画を作成し、明確

なビジョンを持つことが重要であると感じた」といった感想が聞かれ、大変貴重な講演会となり

ました。

さらに1月31日、県庁で開催された「令和元年度茨城県農業青年プロジェクト実績発表会」に

おいて、坂東地域の4Hクラブを代表して、いばら4Hクラブ副会長の荒川尚巳氏が発表し、優良

賞を受賞しました。

普及センターでは今後も若手農業者の支援を行い、地域を担う農業者の育成を図っていきます。

発表会に続き、食と農研究所の加藤寛昭

氏を講師に迎え、「事業継承の進め方」と

題した講演が行われました。加藤氏は、農

産物のブランディングや6次産業化の支援

活動を行い、中小企業診断士としても活躍

しており、農家の事業継承に必要なポイン

トや手続き等について、事例を交えながら

わかりやすくお話していただきました。

参加した4Hクラブ員からは、「農業を

クラブ名 テーマ

いばら４Hクラブ サツマイモの品種及び貯蔵方法の検討

坂東市猿島４Hクラブ ～食育活動を通じて～season6

「さかい元気っこクラブ」に
「農作業」を体験させてみた

農業×婚活で理想の奥さんを
見つけろ！農コンプロジェクト

坂東市岩井４Hクラブ 将門まつりでの直売活動

令和元年度坂東地域４Hクラブ活動発表会を開催
～いばら４Hクラブが県プロジェクト実績発表会で優良賞を受賞～

に

さかい4Hクラブ

あぐり一揆



・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは先着順となりますので，お早めにお持ちください。
電話等での予約は行っておりません。

・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には次
回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

3月 4日(水)

3月18日(水) を予定しております。

土壌診断実施日のお知らせ

4Hクラブのプロジェクト発表会を

聞いてきました。販路拡大、栽培技術

向上、地域活性化等々、農業は様々な

切り口で活動できる分野だと改めて思

いました。広い視野を持って様々なこ

とに取り組んでいきたいです。（札）

今回は境町の半村 典之・真知子(はんむら のりゆき・まちこ)さんご夫妻をご紹介しま

す。半村ご夫妻は就農5年目で、キャベツ、レタス、トウモロコシ、ナス等を契約・市場出

荷しています。

■どうして就農しようと思ったのですか？

―以前は建築や包材関係の会社で営業マンとして
働いていました。農業は結婚後、会社勤めをしなが
ら妻の母親の畑を手伝っていたことがきっかけです。
続けていくうちにだんだん楽しくなり、生産者として農
業に携わっていく道を選びました。

■就農してからの心持ちはどうですか？

―勤め人時代と比べて、体を動かす機会が増えて体
調が良くなったり、家族との時間をより持てるように
なったことは良かったです。また、地域の人たちと接
する機会が増え、作業中に声をかけて頂いたり、作
物について教えてもらったり、資材を分けて頂いたり
と繋がりが持てるのは嬉しく思います。

■農業の魅力，大変なところはなんですか？

―魅力も大変なところも、やった分が全て結果に繋がることです。当然、収穫物がなければ収入
はなくなりますし、逆に獲れた分だけ利益が出ます。現在は、常に一定の収入が得られるよう、
作物が年間で切れ目のないように栽培計画を組む工夫をしています。また、結果を出すための
3本柱として、先輩生産者からアドバイス頂いた「①生産力、②販売力、③決断力」を意識して取
り組んでいます。

■これからの目標はなんですか？

―これまでお世話になっている先輩生産者たちと技術面・経営面で肩を並べることです。そし
てゆくゆくは、私が先輩生産者と同じ世代になったら若い世代に技術を継いでいく。そういった
ことを考えています。

■若い農家へのメッセージ

―せっかく取り組むからには、自分なりのビジョンを持つと良いと思います。また、夫婦で農業を
する方は、経営の方向性などを夫婦内でよく相談して舵を切っていくことが大切だと思います。


